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してはいけないリサイクル

1 . 緒言

基礎セミナー（ものづくり（2））「してはいけない

リサイクノレ」では， 工学部以外の学生に「ものづくり」

の大切さとリサイクノレの問題点を知ってもらうために，

実習を取り入れたセミナーを行っている． 実習の内容

は3 携帯電話を分解し， 部品選別を行った後 ， それぞ

れの部品に使われている金属の種類と量を分析し3 携

帯電話に使われている素材の価値を判定するというも

のである． ここでは， 本セミナーの目標と実施内容に

ついて紹介する．

2. 本セミナーの目標

本セミナーの目標は，

(1）ものごとをいろいろな面から見ることができる ．

(2）自分の考えを分かりやすく、 論理的に伝えること

ができる．

(3）互いの意見に耳を傾け， 意見を述べ合うなどして，

考えを発展させることができる．

であり， これらは， 他の基礎セミナーと同様である．

本セミナーの概略は， リサイクノレについて， 本当に

それがいいことなのかどうかをグループで調査し， そ

の成果を踏まえてプレゼンテー ションを行うというも

のである． 一例として， 携帯電話を分解し， 一台あた

りの価値を判定して， 小型家電のリサイクルの可否を

考えさせることにしている

対象が「ものづくりJにはあまり興味を持っていな

いと思われる文系の学生が主体であるため， それらの

学生に 「ものづくり」の大切さ， 言い換えると， 工学

の大切さを知ってもらうために， 工学を取り巻く社会

システム的な要素を取り入れたセミナーになるよう工

夫している．

3. 授業の方法と肉容

本セミナーは，90分×8回行うもので， それぞれの

内容は， 以下のとおりである

第l回．オリエンテー ションと自己紹介， レアメタノレ

と都市鉱山の紹介（座学）

第2回 グループ
。

分けと調査対象の選択， 家電リサイ

クルの問題点、の紹介（座学）

第3回・携帯電話の分解と部品選別

第4回 携帯電話に使われている材料（特にレアメタ

ノレ）の分析

第5回：ティベー ト（廃携帯電話の価値の判定とリサ

イクルの可否）
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第6回 グループ調査の進捗状況の報告

第7回 グ
P

ルー フ
。

プレゼンテー ション

第8回：セミナーの感想、紹介とレポー ト作成

セミナーの1回目には， 受講生の自己紹介と授業の

目的を受講生に認識してもらうためのオリエンテー シ

ョンを行っている． 2回目には， 受講生を3～4グル

ープに分け， 現在行われているリサイクルの問題点を

グループで調査する対象を選択させている． グツレー ブロ

調査の対象は， 例えば， 「紙のリサイクノレJ ' 「瓶の

リユースとリサイクノレ」， 「プラスチックのリサイク

ノレ」などである． レアメタノレや廃家電のリサイクルに

関する問題点については， 1回目と2回目の座学にお

いて担当教員が紹介している．

セミナーの3回目と4回目には，実習を行っている．

廃棄された携帯電話をいくつか用意し， セミナーの3

回目において専用のドライパーを用いて携帯電話を分

解させ， それぞれの部品に分ける作業を行っている．

写真1に， 携帯電話と分解に用いる専用ドライパー

を示す写真2は， 携帯電話を分解する手順を指導し

ている様子である． また，写真3には， 分解した携帯

電の部品選別の様子を示している．

ほとんどの学生が携帯電話を分解した経験などなく，

皆喜んで、分解を行っていた なお， 受講生には傷害保

険の加入を義務付けているが， 間違って怪我をしない

よう， 十分に注意を与えている． この実習では， 男子

よりも女子の方が手際よく携帯電話を分解していたよ

うで、あった

セミナーの4回目には，蛍光X線分析装置を用いて，

携帯電話を分解して得た電子基板やバイブレーター，

写真1 携帯電話と専用ドライパー






